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令和６年度 学校評価シート
学校名： 和歌山県立和歌山東高等学校 校長名： 市川 貴英

目指す学校像・育てたい生徒像（スクールポリシー等に基づいて記載する） 学校評価の公表方法 Ａ 十分に達成している。 (80%以上)
現

校訓「自主・自律・敬愛」のもと、地域の全日制普通科高校としての地域から求められる役割を果たすため 自校ホームページに掲載 状
Ｂ 概ね達成している。 (60%以上)

「生徒が確実に成長すること」を第一の目標とし、「社会でよりよく生きる力を持った生徒が育つ学校」を目指す。 ・
基礎的教養の形成と規範意識の向上から、地域社会において自他を尊重し多様な人々と協働できる生徒を育 進

Ｃ あまり十分でない。 (40%以上)
て、健全で持続的な発展を担う職業人として地元和歌山で活躍する人材を育成する。 捗

度
Ｄ 不十分である。 (40%未満)

自己評価（分析、計画、取組、評価) 学校関係者評価（1月17日実施）

計画・取組 評価（３月２４日現在） ○生徒による学校評価の結果から
番 昨年度の結果と比較し、ほとんどの項目

現 進 で肯定的な回答をしている。
号 重点目標 具体的取組 評価項目と評価指標 捗 進捗状況 今後の改善方策 特に、学校生活全般に関しては、肯定的

状 度 な意見が多い。また、校則違反等に関して
は厳しい指摘が多く出ており、自分たちの

１ 主体的に学ぶ意欲を ・少人数学級を編成し、生徒個々に ・中途転退学及び原級留置者数を年 引き続き少人数学級を実現で 年度当初より、生徒に関す 学校をよくしていこうとする姿勢を読み取
向上させ、基礎的教養 応じて丁寧に指導することで中途転 度当初生徒総数の８％未満。 Ｃ きているが、中途転退学者は る様々な情報を収集・共有 ることができ、今後も楽しみである。
を形成する。 退学及び原級留置者の減少に繋げる。 10.7％となった。 し、学校一丸となって対応し

ている。学力等厳しい生徒も ○外部（保護者）からの意見から
Ｂ ・基礎学力の定着を目指し、校内支 ・生徒の情報を家庭と共有するため 成績不振者の割合は、前年度 多い中、学校と家庭、職員相 本校の教育活動については、地域の方々

援体制（面談・教育相談・ＳＣ・Ｓ の積極的な連携ができているか。 とほぼ変わらなかった。原級留 互、多方面との連携を強化し、 から一定の評価をいただいている。また、
ＳＷ）の活用とともに積極的に保護 置から再学習、通信制への転学 生徒支援を軸として、学習意 本校ＰＴＡの方々からも同様な評価をいた
者と連携を図り、実態の把握に務め Ｂ などがあった。一方、家庭との 欲向上を目指した授業改善や だき、多大なる協力もいただいている。今
る。 密接な連携や教員相互の情報共 指導方法を確立していく。 後は、生徒の成長がしっかり読み取れる取
・生徒個々の学力に応じた学習指導 ・原級留置規定に接触する者を出さ 有は十分できている。 り組みを地域やＰＴＡとともに創造してい
を組織的に進めていく。 ない教育実践を進める。 かなければならない。

ただ、学校評価の保護者からの回答率が
２ ルール・規則を守る ・生徒の規範意識の向上を図り、生 ・特別指導及び懲戒処分件数を年度 ・今年度は、指導件数が昨年度 教職員相互の協力体制は確 非常に低いので、その点を改善し、学校改

（自律する）力を育て 徒個々の情報共有から問題行動を未 当初生徒総数の３０％未満。 Ｂ の約半数となった。未然防止指 立しつつある。さらに、事後 善に生かす取り組みも必要である。
る。 然に防ぐ取組を進める。 導の効果がでてきている。 指導よりも未然防止を軸に、

教職員が一丸となって解決に ○生徒による授業評価の結果から
Ｂ ・薬物乱用や喫煙の防止への啓発活 ・薬物に関する講演会の年１回以上 喫煙防止のための教員巡回指 あたっている。今後も１８歳 授業内容や授業方法・授業への取り組み

動を充実する。 の実施及び喫煙防止への啓発通信の Ｂ 導等を積極的に行ったが、効果 成人を視野によりよい大人と 等については肯定的な意見が多く、ここ数
月１回の発行。 を得ることができなかった。 して成長できるよう指導を続 年増加の傾向にある。これは、教員が生徒

けていく。 に寄り添った授業を工夫し、実践できてい
・アセンブリを中心に集団への帰属 ・学年別アセンブリを学期に２回以 各学年ともタイムリーなアセ る成果であると考える。
意識の向上を図る。 上実施。 Ａ ンブリを展開でき、指標どおり 学校設定科目である「教養基礎」は、生

実施できた。 徒の基本的生活習慣の確立を目指す上で、
不可欠な科目であり、その内容もタイムリ

３ 自他を理解して協調 ・中学校訪問や生徒面談及び家庭と ・生徒の情報共有のための学年会議 学年会議の月１回開催は、定 生徒支援を軸として、保健 ーな社会情勢をテーマにするなど、社会生
する力を育て、自己の の積極的な関わりにより、生徒個々 を月１回以上実施。 Ａ 着し、生徒の情報共有の場とし ・人権・特別支援教育部の役 活を生き抜く上での必要ことを学習でき、
将来設計を支援する。 の環境や課題について理解、把握に て重要となっている。 割が重要となる。「入学から 有用である。

Ｂ 努める。 卒業まで」をしっかりと見据 一方、家庭学習については、テスト期間
えて教育活動を推進してい 中であっても全くしない生徒も多く、生徒

・生徒自身が自己の将来を描くこと ・早期（入学時）からの計画的な進 現在の進路指導体制は、生徒 く。 の学習環境も含めた問題解決と学習意欲向
ができるようなキャリア形成支援を 路指導体制の確立と学期に２回以上 Ｂ に非常に手厚く、将来を見据え 上に向けた取り組みは、まだまだ必要であ
行い、個々に応じた適切な進路指導 の進路ＬＨＲの実施。 させることができており、より る。
を実践する。 よい指導ができている。

４ 部活動の積極的な参 ・部活動離れを止めるために教員の ・部活動実活動数を全校生徒の４割 生徒数の激減とともに部活動 部活動や生徒会活動が活性
加推進と地域のボラン 働きかけも含めた積極的な活動参加 以上。 への加入率も減少しており、全 化することは、自己肯定感や
ティア活動への参加を Ｂ を促す。 Ｃ 国レベルの部活動も同様であ 自己達成感を高めることにつ
奨励する。 ・生徒会活動を活性化し、地域との ・ボランティア活動参加者数年間の る。 ながるため、特に、重要と考

連携・協働から、ボランティア活動 べ１００名以上。 生徒会活動は、できてきてお えしっかり取り組んでいく。
の機会を十分持つ。 り、今後も継続していく。


